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　 私が「 ふる さ と 」 である 大分県佐伯市の町に移り 住んだのは、 小学5年生の春だっ た。 生ま れ育っ たの

は愛知県。 大勢の人で賑わい交通網が発達し 、 店があちこ ちに立ち並び、 ど こ へ行く にも 不便を 感じ ない

都会の生活に慣れていた当時の私にと っ て、 佐伯への引っ 越し は大き な環境の変化であり 、 なおかつ当時

10歳の私は、 戸惑いを 隠せなかっ た。

　 引っ 越し て来たばかり の頃、 最も 私の印象に残っ たのは、 目の前に広がる 自然豊かな環境である 。 周囲

は山に囲ま れ、 近く には大き な川が流れ、 港に行く と 新鮮な魚が常に並べら れている 。 高層ビ ルが建ち並

び、 四六時中人で溢れ返る 都会の街と は対照的に、 夜になる と 静ま り 返る 。 そんな大分の生活環境を はじ

めは気持ちが良いと 感じ ていたも のの、 心のど こ かで「 不便さ 」 を 感じ ていた。 し かし 、 日々を 重ねる う

ちに私の感じ 方は少し ずつ変化し ていっ た。 佐伯で暮ら す人々は、 引っ 越し て来たばかり で右も 左も 分か

ら ない私たち家族に対し て、 親切に温かく 接し てく れた。 野菜や、 お菓子を おすそ分けし てく れる 近所の

方、 初対面でも 気さ く に話し かけて仲良く し てく れる 同級生。 そう し た毎日の中で私は「 こ の町には、 人

と 人と の距離を 縮める 温かさ がある 」 と 感じ る よ う になっ た。 都市に住む人々にはど こ か何かに追われて

いる よ う な雰囲気を 感じ る こ と があり 、 毎日に精一杯で常に苦し そう で挨拶も なく すれ違う こ と が当たり

前だっ たが、 佐伯では誰も が隣の人のこ と を 気に掛け、 支えながら 生活し ている 。 それは決し て物質的で

はない。 人の心の豊かさ に満ちた心地良い環境であっ た。 ま た、 佐伯での暮ら し を 通じ て私は「 自然と 共

に生き ていく 」 と いう こ と を 直接肌で感じ る よ う になっ た。 番匠川のせせら ぎ、 城山の頂上から 見下ろ す

絶景、 ど こ ま でも 続く キレ イ な海や、 田んぼの中を 飛び交う ト ン ボ。 それら は単なる 風景ではなく 、 人々

の生活を 深く 結びついていた。 漁業や農業を 通じ て自然の恵みに感謝し 、 穏やかさ があり ながら も 力強く

暮ら す人々の姿に触れる こ と で、 私は「 自然と の共生」 の価値を 実感する よ う になっ た。 こ のよ う にふる

さ と 佐伯には都会での生活では決し て感じ る こ と のでき ない魅力が教え切れない程多く ある 。 し かし 現

在、 佐伯市は少子高齢化や人口減少と いっ た課題に直面し ている 。 かつて賑わいを 見せた商店街も 、 今で

はシャ ッ タ ーを 閉じ た店が目立つよ う になっ た。 だがその一方で他の地域にはない資源と 可能性がある こ

と は事実である 。 豊かな自然、 受け継がれてき た文化、 そし て人の温も り 。 こ れら を 守り 、 後世へ残し て

つなぐ こ と 、 活かし ていく こ と こ そがふる さ と の未来を 切り 拓く 鍵だと 私は考える 。

　 将来、 私は大分県に残り 地域の環境保全やま ちづく り に関わる 仕事を し たいと 考えている 。 再生可能エ

ネルギーの導入や、 海、 山、 川と いっ た自然資源を 活かし た観光や教育事業を 通じ て持続可能な地域社会

の実現に貢献し たい。 ま た、 市外から 勤める 人々にも 佐伯の魅力を 発信し て、「 ま た来たい」「 こ こ に住み

たい」 と 思っ ても ら える よ う な仕組みづく り にも 携わり たい。 私は、 愛知と いう 都市と 佐伯と いう 地方、

双方のこ と を 知る から こ そ、「 本当の豊かさ 」「 ほかでは感じ ら れない良さ 」 と は何かを 考える こ と ができ

る 。 都市の便利さ やス ピ ード 感には確かに価値があ る 。 そし てそれを 佐伯で再現する こ と は難し いだろ

う 。 し かし 、 佐伯のよ う に自然と と も に暮ら し 、 人と 人が深く 関わり 合う 地域には、 別のかたちで豊かさ

がある 。 それは、 物にあふれた暮ら し では決し て得ら れない心の充足だ。 今はま だ佐伯は人の集ま る 町と

は言えないが、 佐伯の魅力さ を 伝える こ と ができ れば再び多く の人で賑わう 明る い未来がき っ と 訪れる だ

ろ う 。

12


